
６月定例会  賛否表

議　案　等　の　名　称

会派名 東近江市民クラブ 太陽クラブ 日本共産党 市政会 公明党 無会派
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議案第51号
東近江市個人番号の利用及び
特定個人情報の提供に関する
条例の一部を改正する条例の
制定について

可 

決
20
・
３
○○○○

議　
　
　
長

○○○○○○○○○○×××○○○○○○

意見書案第 2 号
沖縄の米軍普天間飛行場代替
施設の早期実現、沖縄米軍基
地の整理縮小及び負担軽減を
求める意見書について

可 

決
17
・
6
○○○○ ○○○○○○○○○○×××××○○○×

その他の議案等は全会一致で可決・承認・採択されました。
議案等の詳細は「東近江市議会」で検索してください。
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー

多
様
な
子
育
て
支
援
体
制
を

地
酒
で
乾
杯

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て
、

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
の
送

付
状
況
お
よ
び
未
送
達
の
件
数
と
今

後
の
対
応
は
。

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し

た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
計
画
は
。

　
①
昨
年
11
月
中
旬
か
ら
発
送
し

始
め
、
現
在
あ
て
所
な
し
や
保
管
期

間
経
過
の
た
め
、
市
へ
返
戻
さ
れ
て

き
た
未
送
達
の
件
数
が
６
７
５
件
あ

り
ま
す
。
昨
年
度
、
未
送
達
の
分
に

対
し
案
内
通
知
を
２
回
送
付
し
、
今

後
に
つ
い
て
は
、
来
年
３
月
31
日
ま

で
保
管
し
、
問
い
合
わ
せ
な
ど
に
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

②
カ
ー
ド
に
内
蔵
さ
れ
て
い
る
電
子

証
明
書
を
用
い
て
、
確
定
申
告
の
電

子
申
請
が
可
能
で
す
。

　
将
来
的
に
は
、
行
政
が
発
行
す
る

健
康
保
険
証
や
各
種
カ
ー
ド
と
の
一

体
化
が
出
来
る
よ
う
、
国
に
お
い
て

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
市
に
お
い
て
は
、
住
民
票
等
の

証
明
書
交
付
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
を
十
分
確
保
す
る
こ
と

を
前
提
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
①
待
機
児
童
問
題
の
打
開
策
は
、

施
設
等
で
の
保
育
一
辺
倒
で
な
く
、

在
宅
保
育
の
推
奨
で
は
。

②
多
様
な
支
援
策
が
あ
れ
ば
、
在
宅

保
育
を
望
む
親
子
も
増
え
る
の
で
は
。

③
政
府
の
企
業
内
保
育
所
の
規
制
緩

和
に
合
わ
せ
て
、
職
・
育
近
接
の
環

境
の
改
善
を
進
め
て
は
。

④
在
宅
保
育
を
補
完
す
る
た
め
に
は
、

市
内
の
公
園
や
自
然
施
設
の
整
備
と

子
ど
も
の
成
長
に
合
わ
せ
た
体
験
メ

ニ
ュ
ー
な
ど
が
必
要
で
は
。

　
①
待
機
児
童
の
大
半
は
３
歳
未

満
児
で
、
発
達
年
齢
か
ら
み
て
家
庭

で
の
保
育
は
大
切
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
、
各
家
庭
の
事
情
等
に
合
っ

た
保
育
形
態
を
選
択
で
き
る
環
境
の

整
備
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

②
認
定
こ
ど
も
園
で
の
一
時
預
か
り

事
業
と
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
へ
の

支
援
策
と
し
て
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
や
つ
ど
い
の
広
場
な
ど
で
は
、

交
流
会
や
講
座
の
開
催
、
相
談
や
情

報
提
供
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
す
く
す
く
東
近
江
市
事
業

で
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

　
昔
か
ら
良
い
水
、
良
い
米
が
あ

る
と
こ
ろ
に
名
酒
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
お
り
、
当
市
に
は
古
く
か
ら
酒
蔵

が
数
多
く
存
在
し
、
こ
の
地
域
の
味

を
蔵
元
が
長
い
年
月
を
か
け
て
守
り
、

地
域
と
共
に
こ
の
地
酒
を
育
て
て
き

た
。

　
ま
た
、
酒
米
「
渡わ

た
り
ぶ
ね船

」
は
当
市
が

産
地
で
あ
り
、
全
国
的
に
有
名
な
山

田
錦
や
玉
栄
、
吟
吹
雪
の
親
種
で
あ

る
こ
と
、
ア
メ
リ
カ
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
米
の
始
祖
で
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ

て
い
な
い
。

　
「
渡
船
」
は
幻
の
酒
米
と
言
わ
れ

て
お
り
、
も
っ
と
宣
伝
し
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
。

　

28
年
３
月
に
は
滋
賀
県
議
会
で

「
近
江
の
地
酒
で
も
て
な
す
習
慣
を

広
め
る
条
例
」
が
成
立
し
、
こ
れ
だ

け
の
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、「
東
近
江
」
の
名
前
で
地
酒
を

造
る
環
境
を
整
え
て
は
。

　
良
質
の
酒
米
と
鈴
鹿
の
磨
か
れ

た
伏
流
水
で
作
ら
れ
た
当
市
の
酒
は

高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　
こ
の
素
晴
ら
し
い
酒
を
大
阪
で
開

　
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
御
河
辺

橋
は
増
水
や
地
震
に
対
し
て
大
丈
夫

か
。

　
御
河
辺
橋
は
昭
和
８
年
に
架
け

ら
れ
た
県
下
で
最
も
古
い
橋
梁
の
一

つ
で
あ
る
た
め
、
危
険
性
を
危
惧
し

て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
、
増
水
時
に
橋
脚
が
流

さ
れ
な
い
よ
う
橋
脚
の
根
固
め
ブ
ロ

ッ
ク
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
震
対
策
に
つ
い
て
は
、
落
橋
防

止
装
置
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ー
に
よ
る
施
設
型
一
時
預
か
り
事
業

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

③
今
年
度
創
設
の
企
業
主
導
型
保
育

事
業
は
、
事
業
所
内
保
育
の
受
け
皿

拡
大
に
つ
な
が
る
た
め
、
事
業
所
へ

の
周
知
と
普
及
に
努
め
ま
す
。

④
当
市
に
は
、
公
園
や
自
然
体
験
施

設
が
豊
富
に
あ
り
、
長
寿
命
化
計
画

に
基
づ
き
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ

う
更
新
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ま
ち
協
や
市
民
活
動
団
体

等
と
協
働
し
て
、
子
ど
も
の
成
長
に

合
わ
せ
た
体
験
機
会
の
提
供
に
取
り

組
み
ま
す
。

催
す
る
物
産
展
等
で
Ｐ
Ｒ
し
、
知
名

度
を
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
酒
の
銘
柄
は
蔵
元
の
顔
で

あ
り
、
各
蔵
元
が
思
い
を
込
め
た
看

板
と
な
る
も
の
で
す
。

　
現
在
で
も
市
内
の
地
名
の
酒
を
販

売
さ
れ
て
お
り
、
東
近
江
ブ
ラ
ン
ド

を
意
識
し
た
Ｐ
Ｒ
活
動
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

○・・・賛成　×・・・反対　（周防議長は採決に加わらない）
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